
 

 

平成１８年度年度事業報告 

平成 18 年 4 月 1 日から 平成 19 年 3 月 31 日まで 
特定非営利活動法人 環境の杜こうち 

（１）特定非営利活動に係る事業 

事業名 事業の内容 
環境情報発信事業

① 
①メールニュース「えこらぼだより」 

 発行回数： 55 回（うち号外２回） 配信数： 276 人 

②情報紙「えこらぼ物見遊山」 

 2007 年 3 月 28 日発行。1,500 部。県内市町村の環境担当課、教育委員会、県内の環境団体や施設、

こどもエコクラブ、環境の杜こうちの会員等に配布。 

環境情報発信事業

② 
「環境活動見本市」 
◆第 1 回：2006 年 4 月 16 日に、環境活動支援センターえこらぼの開設イベントとして開催。 
来場者合計 61 人、活動発表者 14 組。 
◆第２回：2007 年 3 月 17 日に四国環境パートナーシップオフィス（四国 EPO）との共催で実

施。来場者合計 76 人、活動発表者 15 組。「環境ホップ･ステップ･ジャンプ支援事業」の 2006
年度助成団体 5 組の活動報告会も兼ねた。 

環境活動支援助成

事業 
 

「環境ホップ・ステップ・ジャンプ支援事業」 
 助成の種類をステップコースとジャンプコースの２コースとした。ステップコースは、活動を

始めて間もないか、これからはじめようとしている団体を対象とし、ジャンプコースはこれまで

の活動を拡大したい、ステップアップしたい、といった団体を対象とした。（ちなみに、相談業

務をホップコースと位置づけた。）助成金額は、ステップコース５万円（定額）、ジャンプコース

２５万円（定額）。 公開プレゼンテーションの結果、ステップコース２団体、ジャンプコース

３団体に助成を行った。 
【受付件数】ステップコース：3 団体 ジャンプコース：10 団体（1 団体途中辞退） 
【助成対象団体】ステップコース：土佐女性の会、はるの女性ネットワーク 
ジャンプコース：布師田若衆会、33 フォーラム、特定非営利活動法人 NPO 砂浜美術館 

こども 
エコクラブ事業 

①こどもエコクラブ結成への働きかけ 
 2006 年度登録数：37 クラブ 800 人（2006 年 3 月 1 日現在） 内学校関係 27 クラブ 
 「こーちのこどもエコクラブ」のサイトを運営。 
②県内のこどもエコクラブの支援 
 2006 年度こうちこどもエコクラブ交流会を 2007 年 1 月 6 日に、のいち動物公園で開催。5 エ

コクラブ（子ども 43 名、大人 20 名）が参加。 
ECO まなぶ 
貸出事業 

①移動環境学習車「ECO まなぶ」およびその搭載機材の貸出実績 
「ECO まなぶ」の貸出 12 件、搭載機材のみの貸出 27 件。 
利用内容 
・浜辺での砂や生き物観察 ・水生生物の採集、観察、調査 ・川遊び ・鮎の観察  
・物部川の清掃 ・ビオトープの観察 ・土壌動物観察 ・野鳥観察 ・環境学習  
・環境イベント ・香南ふれあい祭り ・環境保全型農業の PR ・温暖化防止の講習会  
・講演会（パソコン使用） ・講義（各種）  など  
②環境学習講師の紹介・派遣 
登録講師の派遣件数は 50 件、15 名であった。依頼元は学校からが 33 件、一般からが 17 件。 
③書籍等の貸出実績 
テレビ・ビデオデッキ利用７件、ビデオ貸出 8 件、22 本。書籍貸出 3 件、4 冊。 

フィフティ・ 
フィフティ事業 

「2006･CO2CO2 削減コンテスト」 
 学校で環境活動に取り組み、削減できた光熱水費の 50％を環境活動経費などに還元すること

で、こどもたちの環境保全への意欲を高めるとともに、保護者へも環境への配慮を促すことを狙

いとした。 
・参加校：県下の小・中・高校合わせて 16 校 
・コンテスト実施期間：2006 年 10 月 1 日～12 月 31 日 
・成果発表と表彰式：2007 年 2 月 3 日（イオン高知ショッピングセンター） 

ホームページ製

作・ 
講師データベース 
事業 

①ホームページ作成 
◆えこらぼ http://ecolabo-kochi.jp/   
◆特定非営利活動法人環境の杜こうち http://ecolabo-kochi.jp/kankyo_mori/ 
◆高知県地球温暖化防止活動推進センター http://www.ecolabo-kochi.jp/ondan/ 
◆こーちのこどもエコクラブ  http://ecolabo-kochi.jp/kodomoeco/ 
②環境学習講師データベース： 講師登録数 83 名。 



 

 

 
事業名 事業の内容 

省エネ家電推進キ

ャンペーン 
高知県内の電器店において省エネ性能を 5 段階相対評価した「省エネラベル」を貼付し、消費者

が省エネ製品を選び易くなるよう電器店とともに啓発する。 
◆実施期間：2006 年 4 月 17 日から 2007 年 3 月末 
◆実施場所：高知県内 
 5/15 普及啓発用ポスター発送（98 店） 
 5/31 電器店訪問（量販店 6 店、小売店 4 店） 
 7/13 電器店訪問（量販店 2 店、小売店 6 店） 
 8/31 電器店訪問（須崎市、津野町、佐川町、越知町全 4 店） 
 9/24 電器店へ新全国統一省エネラベル開始のお知らせ発送（257 店） 
 10/1～新全国統一省エネラベル開始 
 10/3 ＫＵＴＶでおしらせ出演（松本） 
 10/9 ＲＫＣラジオ「エコエコアラカルト」に出演（松本） 
 1/22 普及啓発用ポスター発送（260 店）と同時にラベル利用状況をアンケート 
 1/30「省エネラベル学習会」講師：伊東真吾氏（15 名参加） 

エコデザイン 
商品の｢発掘・ 
普及支援｣による

循環型社会システ

ム構築及び 
環境教育事業 

高知県で生産されたエコデザイン商品の普及促進を目的とする。また、商品を活用して、学校の

環境教育を実施する。 
◆実施期間：2006 年６月１日―2007 年 2 月 28 日 
◆成果品：エコ菜園キット｢もくもく菜園｣。環境保全型ブロック｢環境｣。回転式催芽機｢エコパ｣

（再生石膏）。エクササイズチェア－｢ＣｏＲｏｎ｣。真空乾燥おから｢腸いいかんじ｣｢おから茶｣。

ひのき間伐集成材キット｢ひのきマルチボックスキット｣ 
◆実施事項： 
①ＭＰ委員会（マーケティング・プロジェクト）10 回 78 名 
②マーケティング・プロジェクト事業参加企業募集 
 Ｈ18 年第 1 回：応募企業 7・採択 3  第２回：応募企業 9・採択 2 
③審査会 2 回 50 名 
④発表会及びプレゼンテーション 3 回 400 名 
⑤展示及び出展  四国産業技術センター（愛媛県）、東京ビッグサイト 
⑥企業との懇談会   ３回 26 名 
⑦子どもたちへの環境学習：｢こんな環境グッズがあったらいいなー｣を募集 12名、再生石膏｢エ

コパ｣プランター120 個を小学校 9 校、中学校 2 校に寄贈。 
⑧｢高知エコスタイル｣作成 3000 部 

地球温暖化防止に

関するパネル展 
①地球温暖化防止月間（2006 年 12 月 4～8 日） 
◆実施場所：こうち男女共同参画センターロビー 
◆展示物：地球温暖化についてのパネル（気候ネットワーク）、省エネ普及啓発パネル（JCCCA）、

省エネ電球（省エネ家電推進ｷｬﾝﾍﾟｰﾝ実行委員会）等 
②ソーレまつり（2007 年 1 月 27～28 日） 
◆実施場所：こうち男女共同参画センター グループ交流室 
◆展示物：地球温暖化についてのパネル、環境家計簿、マイハシ、風呂敷、省エネラベル、省エ

ネ蛍光電球 
③ピーターラビットとおんだんかのおはなしひろば（2007 年 2 月 19 日～25 日） 
◆実施場所：こうち男女共同参画センターロビー 
◆展示物：「ピーターラビットとおんだんかのおはなし」パネル（JCCCA）「チームマイナス６％

チーム員パス」、温暖化防止宣言パネルとラベル等  
環境学習方針 
調査事業 

「環境の保全のための意欲の増進及び環境教育の推進に関する法律」（平成十五年七月二十五日

法律第百三十号）の第七条で規定されている政府の基本方針の策定をふまえ、第八条で規定され

ている都道府県の方針、計画等を作成する際の資料とする 
◆期間：2006 年 10 月 1 日～2007 年 3 月 31 日 ◆成果品：報告書 
 今年度は県内の環境学習施設の実態や実施されている環境学習プログラムについて調査を行

った。調査は県内の環境学習施設や活動団体へ実態調査票を郵送し、記入後返送してもらう方法

で実施。発送数 77 箇所、回答数 24 箇所 
 また、県内の学校での環境学習実践事例として、学校教育の一環でモデル事業として行われて

いる活動、民間支援団体等の助成を受けた活動、及び環境学習に資する人材に関する状況を整理

した。調査において収集した施設・団体 35 箇所のデータをデータベースとした。 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

事業名 事業の内容 
平成18年度主体間

連携モデル推進事

業 

香南市及び高知県の文化・風土を活かし、かつ、高知県内の資源を活かした「住宅からの CO２

排出削減に寄与する香南市モデルの省エネ住宅」の提案と普及啓発を目的とする。また、県民の

重要な関心事である住宅の地震対策への対応も併せて検討する。 
(1)“香南市省エネ住宅推進委員会”及び“省エネ住宅推進ワーキングチーム”の設立・運営 
①“香南市省エネ住宅推進委員会”の設立・運営 
 事業の進捗状況、実施内容への意見や、様々な立場の方々が主体的に省エネ住宅を地域で普及

啓発していくためのアドバイスをもらうため、“香南市省エネ住宅推進委員会”を設立、計３回、

開催した。 
②“省エネ住宅推進ワーキングチーム”の設立・運営 
 消費者団体や環境団体の代表者と住民で構成するワーキングチームを立ち上げ、各段階で具体

的な作業に関わり、地域への普及啓発を進めた。 
(2)「香南市版省エネ住宅」の提案 
 香南市省エネ住宅推進委員会や（社）高知県建築設計監理協会の指導のもと、省エネ住宅ワー

キングチームを中心に“香南市版省エネ住宅マニュアル（すまいの省エネハンドブック）”を作

成した。また、香南市版省エネ住宅マニュアルをより活用してもらうために、建替え、増改築時

に省エネ住宅を考える時の指針となるチェックシートを作成した。 
(3)「香南市版省エネ住宅」の普及啓発 
①“住まいの省エネ講座”の開催 
 「香南市版省エネ住宅マニュアル」を副読本に、“楽しく学べる”を基本に、省エネ住宅をよ

り身近に感じてもらう普及啓発講座（全 3 回）及び追加講座（1 回）を開催した。 
②“住まいの省エネアイディア”の収集 
 自分の身の回りの暮らしの中でのアイディアを募集した。その後、香南市及び高知市の主要な

パブリックスペースに展示し、省エネ住宅普及啓発とした。 
(4)省エネ住宅普及に関する意識調査の実施 
「住まいの省エネ講座」参加者や消費者・市民団体と香南市全世帯を対象に省エネ住宅に関する

意識調査を実施し、普及啓発効果を計る基礎資料とした。 
＜対象者＞香南市市民（全戸配布）、香南市内消費者・市民団体（9 団体 43 組織）、高知県内消

費者・市民団体（200 団体） 
平成 18 年度 
地球温暖化防止活

動推進員等 
研修事業（高知県

センター） 

平成 18 年度に高知県より委嘱された高知県地球温暖化防止活動推進員が地域の実情に即したよ

り実践的な研修を行い、地球温暖化対策の普及啓発に必要な技術力や地域リーダーとしての課題

解決能力の向上を図る 
《第 1 回研修》 9 月 16 日 テーマ：地球温暖化防止活動概説  
《第２回研修》 10 月 28 日 テーマ：高知県における温暖化防止への取組 
《第３回研修》 11 月 25 日 テーマ：再生可能エネルギーについて  
《第４回研修》 12 月 2 日 テーマ：省エネ住宅見学会 
《第５回研修》 1 月 20 日 テーマ：推進員の役割と技能の修得 
《第６回研修》 2 月 25 日 テーマ：パソコン技量の習得 

都道府県センター

普及啓発・広報事

業 
（高知県地球温暖

化防止活動推進セ

ンター） 

①『地球温暖化防止フォーラム ～えらんでますか子どもたちのために～』 
開催日：2007 年 2 月 24 日 会場：こうち男女共同参画センター3 階大会議室 
参加者：104 人 
 株式会社カタログハウス竹本徳子氏の講演の他、高知県地球温暖化防止活動推進員 4 名が、県

内で行われている地球温暖化防止への取り組み事例等を発表。 
②映画『不都合な真実』鑑賞の推薦（2007 年 2 月 23 日～公開） 
 高知県地球温暖化防止活動推進センターの名前を入れたチラシ 2,000 枚を県内各地に配布。フ

ォーラムの中で予告編を上映し、鑑賞を薦めた。 
③『今すぐはじめよう！暮らしの中の地球温暖化防止ヒント集』 
 地球温暖化の解説と、防止への取り組み例、推進員が収集した県内における地球温暖化防止活

動事例をまとめた小冊子を作成。約 400 部をフォーラム参加者、市町村役場、市町村教育委員会、

ボランティア団体等へ配布。推進員の啓発活動のツールとして各人に 30 部、合計 600 部を配布。

④パネル展『ピーターラビットとおんだんかのおはなしひろば』 
 『ソーレ』１階フロアにおいて、フォーラム開催と重なる 2 月 19 日から 25 日の 1 週間展示

を行った。パネル展開催中のソーレの来館者約 1,700 人。 

 

（２）その他の事業 

実施なし 


